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構成粒子- j対の相互作用ポテンシャルが V(Jr･-rJJ)で表わされる系のノベ ル ト1
ニアン〟 と,標準系のハミルトニアン.
LH-写pi2/2m+(1/J ∑ uij･◎･.･uijo l i,j り
との差 Ⅴ -LU-LXoを摂動として展開するo ここで ui了 u了 ujで,ui,ujは i,j 粒
子の格子点からの変位で,◎..はこれから決めるべき有効バネ定数である｡り
Vの 1次まで考慮 した時の,自由エネルギー Flは,









Di1 - く uiJuiJ> o
を用いて, (1)式は,
Fl-F｡+ (1,2) ∑exp(去D･･:,,) V (Rij ) - (1,J ∑◎ij‥D .･i'j り i'j り (2)
とも表わされる｡
さて,Gibbs-Bogoliubovの不等式
F ≦ Fo+く･N-Xo>o… Fl
から, (2)式の Fl を最小にするように.¢･.を決めてやれば良いことが分かるo Lり




が7- リェ変換可能であると仮定すると.もっと書き下せて.固有振動数 cdk人は･ 偏
向ベクトル EA(k)を使って･



















(ct/c o)2- exp ト D (Kl)〕
となるo Co は定数O-方D(Kl)は高温で
D(Kl) - AT(2/mC巨 1/mC…)
(3-a)
(3-b)

































































その場合,秩序度 (ここでは簡単に符と記す )の関数として,熱力学関数 f(T,符)は
図 3に示されるようになっている｡ しきい値T*近傍に議論を限ると. f(T,7)は,
△ギ…7-巧*,e… (T*-T)/T*が小さいとして,
1






a(0)- b(0)- 0, C(0)キ 0
が言え, E≪ 1で (△符)0- el/2となるo












q→ O,a'→ Oの極をもつことが理解 されるo Schneider｡)らの議論に従えば,これは
Soft-mode に他ならない｡
§4. 討 論
§2と §3の議論の結果は一見矛盾 している｡融解現象で発見する Sort-nlOde は格
子振動のいづれかの分枝であると考えられるが, §2では,縦 ･横波および 波数ベクト
ルを問わず T-T*で有限の振動数で留まってしまう｡
以前 BornlO)は弾性定数 C44 が零 となる温度をもって融点と考え,融解現象を議論 し
たが,この BornのアイデアをSortmodellStabilityと結合させて.再び取 り上げる必








3)福山秀敏 物性 15 (1974),544
4) D.StroudandN.W.Ashcrort,Phys.Rev.B5(1972),371
5) H.FukuyamaandP.M.Platzman.SolidStateComm.15(1974),677
Phys.Rev.BIO(1974),3150
6) A.A.Kugler,Ann.of･Phys.53(1969),133
7) Y.Ida,Phys.Rev.187(1969),951
8) K.Honda,Frog.Theor.Phys.投稿中
9) T.Schneider,G.SrinivasanandC.P.Enz,Phys.Rev.A5(1972),1528
同じく一次相転移する液晶について･秩序度パラメータの運動学により,
SoflModelnstabilityを議論 しているものとして･
R.Blin°,S.LugomerandB.Zek三,phys.Rev.A9(1974),2214
10) M.Born,J.Chem.Phys.7(1939),591
-1う18-
